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1. ジョージア工科大学での研究活動 

Biomedical Engineeringという学部の Platt Lab にて、新型コロナウイルスのタンパク質
とヒトのタンパク質の相互作用解析を行った。COVID-19 の原因となっているウイルス
SARS-CoV-2 の表面にある Spike protein は、ヒト細胞のタンパク質分解酵素 Cathepsin L 
(catL)によって切断され、ウイルスのゲノムの放出を引き起こすことが知られている 1。当
研究室では最近、Spike protein は実際には catL のみならず catK, V など他の cathepsin に
よっても切断され得ること、さらに切断箇所は複数あることを報告した 2。また、Spike 
protein のアミノ酸配列に従って、これらの切断箇所をコンピュータ解析によって予測した
2。このような予測を実験的に証明すること、また感染性との関連を明らかにすることを目
的として研究を行った。 
このような目的のため、Spike proteinを用いて、catK, catL処理によってどの箇所が切断

されるかを実験的に特定することを試みた。つまり、catK, catL 処理後のフラグメントの分
子量を実験的に求め、コンピュータ解析に基づく予測と照らし合わせて切断箇所を特定し
た。また、予測を裏付けるために、私が日本の研究室で行っている研究手法に基づいて、
Spike protein の構造に基づいた解析も行った。 
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2. 研究活動に関する感想 
日本での自分の研究分野とは全く異なる分野で、また研究のモチベーションも異なって

いたため、新しい視点を得ることができた。特に強烈に感じた違いは、Platt Lab での研究
では、私の日本での研究環境と比べてかなり応用を重視していたことである。Platt Lab が
Biomedical Engineeringに属し、研究のターゲットが様々な疾患であること、そして私自身
の研究内容も COVID-19 に関する研究であったことから、かなり医療応用を目指して研究
を行っていた。一方で私の日本での研究室では、構造生物学的な観点から原子レベルでタン
パク質の挙動に注目しているため、Platt Lab での研究の方がはるかにマクロな視点で研究
を行っており、また結果論主義的だと感じた。研究室ごとに注目している現象や視点が異な
るため、モチベーションや手法が異なるのは当たり前であり、どちらが優れているかという
話ではない。ただ、全く違う環境で日本での研究を相対的に眺められたこと、新しい視点が
あることに気づけたことは大変貴重な体験であった。 
直接研究に関わること以外でも、研究室での環境の違いは多くあった。例えば、メンバー

間の関係は、日本よりドライな一面もあれば、逆に日本より温かみを感じられる一面もあり、



一言では表すことができない文化の複雑さを感じた。例えば研究室のセミナーや普段のデ
ィスカッションでは、メンバー間では自分の意見をはっきり述べ、また最終判断は実際に研
究を行っている当人に任せられる個人主義的な側面があった。また、メンバー同士では(も
ちろん学年に基づく経験の差はあるが)上下関係はあまりない一方で、PI との間にはかなり
はっきりした(場合によっては日本以上に大きい)上下関係があると感じた。その一方で、研
究活動を離れてみんなで食事に行って私の welcome/farewell party を行ってくれたり、メン
バーの誕生日を PI・学生みんなで祝ったりと、チームのアットホームさも強いと感じた。
まだうまく説明できるほどアメリカ文化・南部アメリカのサブカルチャーをきちんと理解
できたわけではないが、研究室内でも文化の差は大きいと感じた。 
 
3. 日米の文化の差 
日米の文化の差はいくつかあると思うが、特に強く感じた「決断方法の違い」と「感情に

対する率直さ」について述べる。 
決断方法について、日本文化では一般的には「完璧主義」「合意重視型」で、長く深い議

論を通して合意形成された完璧な選択を行い、その後に行動に移す。また、議論の場はミー
ティングや稟議書などと明確に設置され、十分な準備のうえで行われる。一方でアメリカな
ど欧米の国では日本より議論にかける時間が短いことが知られている(図 1)。始めに軽く議
論して大枠だけ決めておき、後は実際に行動しながら必要があれば小さい軌道修正を繰り
返せば良いという姿勢である。これらの「完璧で揺るぎようのない決断」と「フレキシブル
で 1つ 1つはあまり重視されない決断」は、“The Culture Map” (Erin Meyer著)でもDecision 
/ decisionとして区別されて述べられている(図 1)。 

 
図 1 Decisionと decision の違い (“The Culture Map” (Erin Meyer著)より) 

 
このような違いは実際の生活や研究でも確かに感じた。例えば実験方針やスケジュール

が変更になることは日常茶飯事であるし、セミナーやシンポジウムにおけるフランクな立
ち話だけで研究方針や共同研究が決まることもあった。また、セミナーや研究室のミーティ
ングだけでなくあらゆる場面で小さな決断が繰り返されるため、常に自分の意見を用意し
ておく“Be prepared.”という姿勢と、意見をはっきりと述べる十分なコミュニケーション能
力が必要だと感じた。 



感情に対する率直さも、日米の文化の大きな差だと感じた。アメリカ文化の方が感情に対
して率直で、また感情を重視する傾向にあると感じた。現地の方と接していて、「自分の感
情を捉えるのがうまいな」、また「自分を癒やすのがうまいな」と感じることが多々あった。
どんなに忙しくてもチームメンバーへの挨拶は欠かさなかったり、研究室から離れて食事
などに行く場合は上限関係なしに楽しく話したりしているのは、この「感情に対する率直さ」
に帰属するのではないかと思う。また、別の見方をすれば、私のような日本人は建前を重視
して個人の感情は押し殺す傾向にあるとも言える。個人的には、(日本人の生真面目さも十
分誇らしいことだが、)論理と感情をうまく折り合いをつけて判断・行動するアメリカ人達
をもう少し見習いたいと感じた。 
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